対象（時間）：中学・高校生などの青少年（50分程度）

【ねらい】 子育てマップを参考にして，子どもの頃を思い出し，家族だけでなくいろいろな人々に支えられて成長してきたことに気付く。また，子育ては親だけで行うものではなく，地域には助けになる施設や人の存在があることに気付くとともに，自分が大人になったとき，親あるいは地域社会の一員として子どもとどう関わり，子どもをどう育んでいくかを考える。
【準備物】 学習者：筆記用具

　　　　   主催者：名札，画用紙，付箋紙，ワークシート，フェルトペン（裏写りしないもの），アンケート用紙
	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	備　考

	:
	○名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける。（ニックネーム可）
	※学校側挨拶

※スケジュールを板書しておく。

※机は４～５人程度の小グループ

※既にグループがあるときはそれを活用する。
※参加者の家庭の状況等によっては表現に留意する。

	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）
　自己紹介，主旨・ルールなど説明

○アイスブレイク（雰囲気づくり）

　参加者同士が子どもの頃の愛称を紹介
し合うなどして，当時の親や地域の大人との関わりを思い出してもらう。
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。
〇赤ちゃんの写真を見せるなどする。

○写真を撮る場合は，予め了解を取る。
○必要があるときは，アイスブレイクにもう少し時間をかけてもよい。

○ワークシートの各設問について考えてもらう際に，付箋紙に書き出して，書いたことを画用紙などに貼りながら話してもらう方法もある。
	

	：
（15分）

	○タイトル，ねらいを読む。

＜子育てマップ＞
＜考えましょう＞　

○まず各自でマップを見る。
○ファシリテーターの話。(３分)　　　　　　　　

○設問①について話し合う。

（記入，話し合い:４分)

○設問②について話し合う。

（記入，話し合い:４分)

○話し合ったことを紹介する。(４分)
	○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守），ただし，言いたくないことは話さなくてもよい（パス有り）。

○設問②で，参加者に子どもの頃に親を心配させた話をしてもらう前に，ファシリテーターからいくつか具体の事例を説明してもらい，参加者が話しやすいようにする。その説明の中で，地図中に子どもになじみのない施設があるときは，参考資料などを参考に補足説明する（地域により施設の名称が異なる場合なども補足説明する。例：役場→市役所，公民館→コミュニティセンター）。
○設問①と②を通して，子育ては楽しいものであることに気付いてもらう。その一方で，子育てには様々な苦労もあるが，子育ては親だけで行うものではなく，地域には助けになる施設や人の存在があることに気付いてもらう。
	※適宜参加者に声を掛けて安心感を与える。
※テストではないので，自由に書いたり話したりしてもらって構わないことを伝える。

※ワークシートには箇条書きで記入してもらう。（以下の設問も同じ）

※グループで話し合ってもらう。（以下の設問も同じ）

※２つ位のグループ

に，話し合ったことを発表してもらい，全体で交流する。（以下の設問も同じ）
※対象者が中学・高校生であることを考慮し，適宜，参考資料の内容も含めて分かりやすく説明する。

※学校側挨拶
※学校側挨拶

	：
（15分）
	＜考えましょう，出し合いましょう＞
○ファシリテーターの話。(４分)
○設問③について記入し，話し合う。　　　

 (記入，話し合い:６分)

○話し合ったことを紹介する。(５分)


	○設問③の話し合いをしてもらう前に，ファシリテーターから，子どもの世話をしたり，一緒に遊んだりしてあげるなど子育ての具体的な話をしてもらい，参加者が話しやすいようにする。

○子どもにどのように関わっていきたいか具体的に想像してみるように声を掛ける。
	

	：
（15分）

	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートに記入し，話し合う。　　　

 (記入，話し合い:５分)

○ファシリテーターの話。(３分)

○話し合ったことを紹介する。(５分)

〇アンケートに記入する。（２分）
	○これらのことを考えることが，将来大人になった自分自身にとって大切なことであること，将来の自分につながっていることに気付いてもらう。

○最後にファシリテーターから押さえとして，これからの子育てには，親だけでなく社会全体でしっかり関わっていくことが求められていることを伝える。
	

	＜メモ＞


教材番号　　30
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地域ぐるみで子育て！～親の立場で考えてみよう～
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